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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第60期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結累計期間

第60期
第３四半期
連結会計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

第60期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 28,373,42522,659,5558,532,1858,859,73934,064,126

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △177,0661,022,708△501,493849,815△1,306,102

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △99,255 887,696△558,564771,979△2,622,131

純資産額 (千円) ― ― 11,593,0489,714,9778,665,878

総資産額 (千円) ― ― 35,929,66534,063,17231,746,046

１株当たり純資産額 (円) ― ― 479.19 393.33 351.22

１株当たり四半期
純利益金額又は四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △4.50 40.28 △25.34 35.03 △118.97

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 29.4 25.4 24.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,051,6943,028,381 ― ― 1,772,816

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,931,073△797,092 ― ― △3,383,182

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 900,917△985,243 ― ― 2,731,431

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,090,9554,402,3893,138,618

従業員数 (名) ― ― 1,754 1,763 1,727

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ２ 第61期第３四半期連結累計期間、第61期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

  益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

     ３ 第60期第３四半期連結累計期間、第60期第３四半期連結会計期間、及び第60期の潜在株式調整後１株当た

  り四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在し

  ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 1,763〔257〕

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

   向者を含む就業人員であります。

　   ２　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

   しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 890〔210〕

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

　   ２　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

   おります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメント 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

粉末冶金製品事業 8,392,634 ＋5.7

油圧機器製品事業 428,746 △18.2

合計 8,821,380 ＋4.3

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメント 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

粉末冶金製品事業 8,462,307 ＋27.1 2,880,797 ＋48.5

油圧機器製品事業 416,390 △12.7 137,000 △2.8

合計 8,878,697 ＋24.4 3,017,797 ＋45.0

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメント 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

粉末冶金製品事業 8,424,348 ＋5.2

油圧機器製品事業 435,390 △16.9

合計 8,859,739 ＋3.8

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

トヨタ自動車㈱ 1,888,261 22.1 2,200,212 24.8

カヤバ工業㈱ 849,383 10.0 905,837 10.2

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善により、輸出、生産が増加し、緩やかに

回復の傾向が見えました。個人消費につきましても、エコカー減税や省エネ家電のエコポイント制度といっ

た政策の効果から、耐久消費財を中心に持ち直しの動きが続いております。自動車販売台数もハイブリッド

車を中心に増加ペースが加速し、前年同四半期比較では高い伸びとなっております。しかし、政権交代に伴

う経済政策の効果は見極めづらく、企業の雇用過剰感は依然と強く、また失業率も高水準で、雇用情勢は引

き続き厳しい状況にあります。

  こうした状況のもと、当社グループの受注量は増加傾向に転じたことにより、当第３四半期連結会計期間

の売上高は8,859百万円と前年同四半期連結会計期間に対し327百万円、3.8％の増収となりました。さらに

利益面においても、設備投資の圧縮、修繕費、出張旅費から事務用品費に至るまで徹底した経費管理を行っ

た結果、製造コストの低減につながり、営業利益917百万円（前年同四半期連結会計期間比1,344百万円

増）、経常利益849百万円（前年同四半期連結会計期間比1,351百万円増）、四半期純利益771百万円（前年

同四半期連結会計期間比1,330百万円増）と増益となりました。

 

 

　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　①粉末冶金製品事業

　粉末冶金製品事業につきましては、国内外で自動車買い換え促進策が実施されている効果から、自動車販

売台数はハイブリッド車を中心に増加したことにより、当社グループの受注量も前年同四半期を上回りま

した。その結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は8,424百万円と前年同四半期連結会計期間に

対し416百万円、5.2％の増収となりました。利益面につきましてもコスト低減活動の効果が大きく、営業利

益は1,167百万円と前年同四半期連結会計期間に対し1,311百万円の増益となりました。

 

  ②油圧機器製品事業

　油圧機器製品事業につきましては、リーマンショック以降の世界同時不況による低迷からは若干持ち直し

の兆しも見られ、受注量も緩やかに増加しているものの、依然前年同四半期連結会計期間レベルの回復には

至らず、当第３四半期連結会計期間における売上高は435百万円と前年同四半期連結会計期間に対し88百万

円、16.9％の減収となりました。利益面につきましても経費削減活動を推進したものの、営業利益は123百万

円と前年同四半期連結会計期間に対し20百万円の減益となりました。
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　所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　①日本

  日本では自動車産業が、燃費性能を向上させ、車両価格も割安に設定したハイブリッド車を中心に関心を

集め、また環境車を対象とした補助金の効果もあり、自動車販売台数は高い伸びとなりました。それにより、

当社グループにおける受注量も前年同四半期より増加し、当第３四半期連結会計期間における売上高は

7,564百万円と前年同四半期連結会計期間に対し375百万円、5.2％の増収となりました。利益面でも製造コ

ストの削減活動の効果もあり、営業利益は631百万円と前年同四半期連結会計期間に対し1,266百万円の増

益となりました。

 

　②アジア

　タイ・中国では政府による景気対策等により、世界同時不況の低迷から回復基調が鮮明となりました。し

かし、当社グループにおける受注量の回復には至らず、当第３四半期連結会計期間における売上高は1,087

百万円と前年同四半期連結会計期間に対し64百万円、5.6％の減収となりました。しかし利益面では製造コ

スト削減活動の効果によって、営業利益は239百万円と前年同四半期連結会計期間に対し42百万円の増益と

なりました。

 

　③北米

　米国の成長率は金融危機以降、大幅なマイナスを続けておりましたが、オバマ政権下での景気対策や包括

的金融安定化策等の緊急対策により、経済や金融面での安定化が進行し、プラス転換を見せました。しかし

ながら成長率の押上げは一時的な政策面での支援によるところが大きく、本格的な景気回復には時間を要

することになりそうです。そのような状況の中、自動車買い替え支援策等によって当社グループにおける北

米での受注量も回復の兆しが見られ、当第３四半期連結会計期間における売上高は450百万円と前年同四半

期連結会計期間に対し18百万円、4.3％の増収となりました。利益面につきましても製造コストの削減効果

により、営業利益は45百万円と前年同四半期連結会計期間に対し36百万円の増益となりました。

　

（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、売上高の増加による受取手形及び売掛金の増加（前連

結会計年度末比2,584百万円増）、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比1,259百万円増）等により、

15,219百万円（前連結会計年度末比3,356百万円増）となりました。固定資産につきましては、株価の回復

により投資有価証券の評価額が増加（前連結会計年度末比292百万円増）したものの、新規の設備投資を必

要最小限にとどめたことにより有形固定資産が減少（前連結会計年度末比1,477百万円減）したこと等に

より、18,843百万円（前連結会計年度末比1,039百万円減）となりました。

　この結果、資産合計は、34,063百万円（前連結会計年度末比2,317百万円増）となりました。

　流動負債につきましては、借入金の減少（前連結会計年度末比521百万円減）に対し、生産増に伴う仕入の

増加によって支払手形及び買掛金が増加（前連結会計年度末比1,354百万円増）したこと等により、18,240

百万円（前連結会計年度末比897百万円増）となりました。固定負債につきましてはリース債務の増加（前

連結会計年度末比347百万円増）等により、6,107百万円（前連結会計年度末比370百万円増）となりまし

た。

　この結果、負債合計は24,348百万円（前連結会計年度末比1,268百万円増）となりました。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が733百万円増加、その他有価証券評価差額金・為替換

算調整勘定が194百万円増加したこと等により、少数株主持分を除くと8,667百万円（自己資本比率

25.4％）となりました。
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（３）キャッシュー・フローの状況の分析

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会

計期間末に比べ830百万円増加し、4,402百万円となりました。

　

当第３四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、前第３四半期連結会計期間に比

べ1,173百万円増加し、1,306百万円となりました。

　収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益852百万円、減価償却費770百万円、仕入債務の増加額898

百万円等であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額1,224百万円等であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、前第３四半期連結会計期間に比

べ776百万円減少し、244百万円となりました。

　支出の主な内訳は、有形及び無形固定資産の取得による支出174百万円等であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、前第３四半期連結会計期間に比

べ1,098百万円増加し、176百万円となりました。

　支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

 

　　（５）研究開発活動

　　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は64,503千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,100,00022,100,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 22,100,00022,100,000─ ─

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ─ 22,100,000─ 2,203,000─ 1,722,945

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式         63,000

― ─

完全議決権株式(その他)  普通株式     21,912,00021,912 ─

単元未満株式  普通株式        125,000― ─

発行済株式総数 22,100,000― ―

総株主の議決権 ― 21,912 ―

(注)　単元未満株式には当社所有の自己株式 285株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ファインシンター

愛知県春日井市明知町
西之洞1189番地11

63,000 ─ 63,000 0.28

計 ― 63,000 ─ 63,000 0.28

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が 1,000株(議決権1個)あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 166 166 200 200 199 189 177 200 202

最低(円) 141 148 152 175 170 170 160 160 174

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,606,566 3,346,848

受取手形及び売掛金 ※４
 7,760,626 5,176,188

商品及び製品 518,733 620,431

仕掛品 1,181,888 1,227,975

原材料及び貯蔵品 966,595 1,096,593

繰延税金資産 28,749 27,282

その他 158,993 370,488

貸倒引当金 △2,900 △2,800

流動資産合計 15,219,253 11,863,008

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,761,142 9,749,009

減価償却累計額 △4,865,878 △4,609,062

建物及び構築物（純額） 4,895,263 5,139,947

機械装置及び運搬具 31,350,212 31,520,281

減価償却累計額 △24,382,056 △23,220,411

機械装置及び運搬具（純額） 6,968,155 8,299,869

工具、器具及び備品 7,425,616 7,028,257

減価償却累計額 △6,599,013 △6,057,792

工具、器具及び備品（純額） 826,603 970,465

土地 3,178,097 3,175,514

リース資産 772,595 360,003

減価償却累計額 △41,399 △11,974

リース資産（純額） 731,195 348,028

建設仮勘定 459,555 602,948

有形固定資産合計 ※１
 17,058,870

※１
 18,536,773

無形固定資産

のれん 61,512 75,657

電話加入権 11,407 11,407

リース資産 84,143 91,332

その他 70,071 71,960

無形固定資産合計 227,134 250,358

投資その他の資産

投資有価証券 ※２
 1,241,763

※２
 949,123

長期貸付金 215,893 29,646

繰延税金資産 38,941 39,211

その他 76,573 96,587

貸倒引当金 △15,259 △18,662

投資その他の資産合計 1,557,912 1,095,906

固定資産合計 18,843,918 19,883,038

資産合計 34,063,172 31,746,046
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 5,133,750 3,778,805

短期借入金 10,271,831 ※１
 10,891,869

1年内返済予定の長期借入金 ※１
 1,055,934 957,441

リース債務 90,718 71,882

未払法人税等 35,633 3,297

未払消費税等 224,712 4,955

未払費用 427,608 314,504

繰延税金負債 6,920 6,920

賞与引当金 306,593 570,131

役員賞与引当金 13,500 15,000

設備関係支払手形 ※４
 244,770 433,162

その他 ※１
 428,859

※１
 295,674

流動負債合計 18,240,832 17,343,646

固定負債

長期借入金 ※１
 2,087,407

※１
 2,324,956

リース債務 730,206 382,567

繰延税金負債 291,763 164,005

退職給付引当金 2,453,872 2,319,091

役員退職慰労引当金 96,643 89,529

その他 ※１
 447,468

※１
 456,371

固定負債合計 6,107,361 5,736,521

負債合計 24,348,194 23,080,168

純資産の部

株主資本

資本金 2,203,000 2,203,000

資本剰余金 1,722,945 1,722,945

利益剰余金 4,994,268 4,260,831

自己株式 △20,723 △20,410

株主資本合計 8,899,490 8,166,366

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 335,145 167,571

為替換算調整勘定 △567,392 △594,065

評価・換算差額等合計 △232,246 △426,494

少数株主持分 1,047,733 926,006

純資産合計 9,714,977 8,665,878

負債純資産合計 34,063,172 31,746,046
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 28,373,425 22,659,555

売上原価 25,671,421 19,286,028

売上総利益 2,702,003 3,373,527

販売費及び一般管理費 ※１
 2,701,782

※１
 2,256,831

営業利益 221 1,116,695

営業外収益

受取利息 8,798 10,999

受取配当金 25,664 14,190

為替差益 － 466

助成金収入 － 34,143

作業くず売却収入 60,116 20,888

雑収入 51,733 74,663

営業外収益合計 146,313 155,353

営業外費用

支払利息 216,558 200,509

固定資産除却損 24,838 33,169

為替差損 45,844 －

雑支出 36,360 15,662

営業外費用合計 323,601 249,340

経常利益又は経常損失（△） △177,066 1,022,708

特別利益

固定資産処分益 164,341 2,897

補助金収入 109,011 －

特別利益合計 273,352 2,897

特別損失

固定資産処分損 20,960 －

特別損失合計 20,960 －

税金等調整前四半期純利益 75,324 1,025,605

法人税等 27,792 15,317

過年度法人税等戻入額 △23,351 －

少数株主利益 170,138 122,591

四半期純利益又は四半期純損失（△） △99,255 887,696

EDINET提出書類

株式会社ファインシンター(E01396)

四半期報告書

14/32



【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 8,532,185 8,859,739

売上原価 8,076,969 7,149,092

売上総利益 455,216 1,710,646

販売費及び一般管理費 ※１
 882,987

※１
 793,554

営業利益又は営業損失（△） △427,771 917,092

営業外収益

受取利息 4,418 5,210

受取配当金 6,737 5,867

作業くず売却収入 10,703 12,047

雑収入 13,083 23,765

営業外収益合計 34,942 46,891

営業外費用

支払利息 72,490 66,186

固定資産除却損 12,380 9,904

為替差損 19,611 36,705

雑支出 4,183 1,372

営業外費用合計 108,665 114,167

経常利益又は経常損失（△） △501,493 849,815

特別利益

固定資産処分益 － 2,897

特別利益合計 － 2,897

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△501,493 852,713

法人税等 5,766 8,947

少数株主利益 51,304 71,785

四半期純利益又は四半期純損失（△） △558,564 771,979
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 75,324 1,025,605

減価償却費 2,635,350 2,237,332

のれん償却額 14,144 14,144

固定資産売却損益（△は益） △168,994 △3,445

固定資産除却損 45,799 33,169

貸倒引当金の増減額（△は減少） 301 △3,303

賞与引当金の増減額（△は減少） － △263,128

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44,684 134,802

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △31,893 7,114

受取利息及び受取配当金 △34,462 △25,190

支払利息 216,558 200,509

売上債権の増減額（△は増加） 1,222,768 △2,589,611

たな卸資産の増減額（△は増加） △208,567 281,318

その他の流動資産の増減額（△は増加） △53,994 12,774

仕入債務の増減額（△は減少） △1,019,266 1,348,685

その他 △177,023 635,413

小計 2,560,728 3,046,191

利息及び配当金の受取額 33,779 25,009

利息の支払額 △208,484 △187,362

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △334,328 144,542

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,051,694 3,028,381

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40,623 △77,195

定期預金の払戻による収入 － 83,900

投資有価証券の取得による支出 △13,672 △10,407

投資有価証券の売却による収入 12,343 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,087,209 △1,039,023

有形及び無形固定資産の売却による収入 198,015 436,571

貸付けによる支出 △12,500 △215,187

貸付金の回収による収入 12,573 14,548

その他 － 9,700

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,931,073 △797,092

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 15,994 △649,469

長期借入れによる収入 1,510,000 665,000

長期借入金の返済による支出 △381,105 △774,727

自己株式の取得による支出 △1,451 △312

配当金の支払額 △242,144 △153,615

少数株主への配当金の支払額 △375 △375

リース債務の返済による支出 － △71,743

財務活動によるキャッシュ・フロー 900,917 △985,243

現金及び現金同等物に係る換算差額 △63,609 17,724

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,071 1,263,770

現金及び現金同等物の期首残高 2,133,026 3,138,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,090,955

※１
 4,402,389
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【継続企業の前提に関する事項】

　

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　　　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

 前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「雑収入」に含めていた「助成金収入」は、営業外収益総額

の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期

連結累計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「助成金収入」は4,937千円であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「賞与

引当金の増減額（△は減少）」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとして

おります。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる

「賞与引当金の増減額(△は減少)」は△375,865千円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 
３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。

 

４　固定資産の減価償却費の算定方法

金型は年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法に

よっております。

　なお、定率法を採用している資産について上記以外は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。

 
５　経過勘定項目の算定方法

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

　

　

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１ 担保に供している資産は次のとおりであります。

 　　建物　　　　　　　186,970千円（帳簿価額）

     建物附属設備　　 　23,117千円（帳簿価額）

     土地　　　　　　　822,259千円（帳簿価額）

      計　　　 　　　1,032,347千円（帳簿価額）

 　　  上記は抵当権として、1年内返済予定の長期

     借入金66,396千円、長期借入金114,403千円、

     未払金73,513千円、長期未払金438,078千円の

     担保に供しております。

 
 ※２ 非連結子会社に係る注記
　　　　各科目に含まれている非連結子会社に対する
　　　ものは次のとおりであります。
　　　　投資有価証券（株式）      10,000千円
 
 　３ 受取手形割引高              33,454千円

※１ 担保に供している資産は次のとおりであります。

 　　建物　　　　　　　192,596千円（帳簿価額）

     建物附属設備　　 　28,545千円（帳簿価額）

     土地　　　　　　　822,361千円（帳簿価額）

      計　　　 　　　1,043,503千円（帳簿価額）

 　　　上記は抵当権として、短期借入金293,886千

　　 円、長期借入金114,200千円、未払金73,513千

     円、長期未払金441,078千円の担保に供してお

     ります。

 
 ※２ 非連結子会社に係る注記
　　　　各科目に含まれている非連結子会社に対する
　　　ものは次のとおりであります。
　　　　投資有価証券（株式）      10,000千円
 
 　３ 受取手形割引高              94,206千円
 

 ※４ 　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理
　　　については、満期日に決済が行われたものとし
　　　て処理しております。
　　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融
　　　機関の休日であったため、次の四半期連結会計
　　　期間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残
　　　高から除かれております。
　　　　受取手形     　　　　　　 69,334千円
　　　　支払手形     　　　　　　138,440千円
　　　　設備支払手形   　　　　　  2,031千円

　

 
─────────────
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主なものは次の

　　　とおりであります。

　　　  　給料              594,682千円

          荷造運搬費        553,604千円

　
　

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主なものは次の

　　　とおりであります。

　　　  　給料              557,441千円

          荷造運搬費        471,233千円

 
     

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主なものは次の

　　　とおりであります。

　　　  　給料              203,991千円

          荷造運搬費        175,696千円

　
　

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主なものは次の

　　　とおりであります。

　　　  　給料              189,252千円

          荷造運搬費        180,076千円

 
   

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係（平成20年12月31日現在）

 

現金及び預金 2,247,487千円

預入期間が３か月超の定期預金 △156,531千円

現金及び現金同等物 2,090,955千円
 

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

 

現金及び預金 4,606,566千円

預入期間が３か月超の定期預金 △204,177千円

現金及び現金同等物 4,402,389千円
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(株主資本等関係)

　

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１

日　至　平成21年12月31日）

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,100,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 64,640

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　

 該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 154,260 7.00平成21年３月31日平成21年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
粉末冶金製品
事業(千円)

油圧機器製品
事業(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,008,332523,8538,532,185 ― 8,532,185

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,008,332523,8538,532,185 ― 8,532,185

営業利益又は営業損失(△) △143,639 144,065 425 (428,197)△427,771

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

 （1）粉末冶金製品事業………自動車用部品、鉄道車両用部品、産業機器用部品

 （2）油圧機器製品事業………モーターポンプ

　

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
粉末冶金製品
事業(千円)

油圧機器製品
事業(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,424,348435,3908,859,739 ― 8,859,739

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 8,424,348435,3908,859,739 ─ 8,859,739

営業利益 1,167,530123,6271,291,158(374,066)917,092

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

　（1）粉末冶金製品事業……自動車用部品、鉄道車両用部品、産業機器用部品

　（2）油圧機器製品事業……モーターポンプ
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
粉末冶金製品
事業(千円)

油圧機器製品
事業(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

26,901,0541,472,37028,373,425 ― 28,373,425

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 26,901,0541,472,37028,373,425 ─ 28,373,425

営業利益 913,052 406,6051,319,657(1,319,436) 221

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

　（1）粉末冶金製品事業………自動車用部品、鉄道車両用部品、産業機器用部品

　（2）油圧機器製品事業………モーターポンプ

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
粉末冶金製品
事業(千円)

油圧機器製品
事業(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

21,546,8661,112,68922,659,555 ― 22,659,555

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 21,546,8661,112,68922,659,555 ─ 22,659,555

営業利益 1,941,356294,1862,235,543(1,118,847)1,116,695

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

　（1）粉末冶金製品事業……自動車用部品、鉄道車両用部品、産業機器用部品

　（2）油圧機器製品事業……モーターポンプ
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,948,1431,151,684432,3578,532,185 ― 8,532,185

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

241,313 ─ ─ 241,313(241,313) ―

計 7,189,4561,151,684432,3578,773,498(241,313)8,532,185

営業利益又は営業損失(△) △634,716197,147 8,962△428,606 835 △427,771

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

 （1）アジア……タイ・中国

 （2）北　米……米国

　

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,321,2471,087,573450,9178,859,739 ― 8,859,739

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

243,409 ─ ─ 243,409(243,409) ―

計 7,564,6571,087,573450,9179,103,148(243,409)8,859,739

営業利益 631,832239,39145,033916,257 835 917,092

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

23,340,4533,543,3171,489,65328,373,425 ― 28,373,425

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

813,174 ─ ─ 813,174(813,174) ―

計 24,153,6273,543,3171,489,65329,186,599(813,174)28,373,425

営業利益又は営業損失(△) △863,752712,458149,339△1,953 2,175 221

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

19,169,0192,533,273957,26222,659,555 ― 22,659,555

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

732,557 ─ ─ 732,557(732,557) ―

計 19,901,5772,533,273957,26223,392,113(732,557)22,659,555

営業利益又は営業損失(△) 809,626362,105△57,5421,114,1902,5051,116,695

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　 アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,163,674 545,362 1,709,037

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 8,532,185

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

13.6 6.4 20.0

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,097,118 570,905 1,668,024

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 8,859,739

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

12.4 6.4 18.8

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　 アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 3,573,137 1,804,023 5,377,161

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 28,373,425

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

12.6 6.4 19.0

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,562,060 1,195,486 3,757,546

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 22,659,555

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

11.3 5.3 16.6

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　（1）アジア……タイ・中国

　（2）北　米……米国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、当該有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められます。

1　その他の有価証券で時価のあるもの

　

区分 取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

　　株式 651,851 1,216,123 564,272

　　債券 ― ― ―

　　その他 ― ― ―

計 651,851 1,216,123 564,272

２　時価評価されていない有価証券

　（１）その他有価証券連結貸借対照表計上額

　　　　　非上場株式　　　　　　　　　　　　15,640千円

 

 

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 393.33円
　

　 　

　 351.22円
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 9,714,977 8,665,878

普通株式に係る純資産額(千円) 8,667,244 7,739,871

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 1,047,733 926,006

普通株式の発行済株式数(株) 22,100,000 22,100,000

普通株式の自己株式数(株) 64,640 62,852

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数(株)

22,035,360 22,037,148

　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び

    潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 4.50円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

─
　

１株当たり四半期純利益金額 40.28円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

─
　

(注)　１.前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

   純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

   ないため記載しておりません。

３.１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

△99,255 887,696

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

△99,255 887,696

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) 　 　

　 ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 22,041,014 22,036,419
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 25.34円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

─
　

１株当たり四半期純利益金額 35.03円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

─
　

(注)　１.前第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

   純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

   ないため記載しておりません。

３.１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

△558,564 771,979

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

△558,564 771,979

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) 　 　

　 ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 22,039,014 22,035,560

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

株式会社ファインシンター

取　締　役　会　　御　中

　

あらた監査法人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　       公認会計士  　川　原　光　爵

　

指 定 社 員
業務執行社員

　       公認会計士  　堀　江　正　樹

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ファインシンターの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平

成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファインシンター及び連結子会社の

平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社ファインシンター

取　締　役　会　　御　中

　

あらた監査法人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　       公認会計士  　川　原　光　爵

　

指 定 社 員
業務執行社員

　       公認会計士  　堀　江　正　樹

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ファインシンターの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平

成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファインシンター及び連結子会社の

平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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